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事業報告書
平成30年4月1日〜平成31年3月31日

ウェブサイトのご紹介
www . n a g a h o r i . c o . j p

株主メモ
1．事 業 年 度	 4月1日から翌年3月31日まで
2．基 　 準 　 日	 毎年3月31日（中間基準日　9月30日）
	 	 	 		（そのほか必要があるときは、あらかじめ公告

いたします。）
3．定 時 株 主 総 会	 毎年6月下旬
4．公 告 の 方 法 	 		電子公告の方法により行います。
	 	 	 		但し、やむを得ない事由により、電子公告に

よることができない場合は、日本経済新聞に
掲載する方法により行います。

	 	 	 		公告掲載URL	http://www.nagahori.co.jp/
	 	 	 ※‌‌決算公告に代えて、貸借対照表、損益計算

書はEDINET（金融商品取引法に基づく有
価証券報告書等の開示書類に関する電子開
示システム）にて開示しております。

5．株式に関するお手続きについて
○証券会社等の口座に記録された株式
お手続き、ご照会等の内容 お問い合せ先

	・		郵送物等の発送と返戻に関する
ご照会
	・		支払期間経過後の配当金に関す
るご照会
	・		株式事務に関する一般的なお問
い合せ

株主名簿
管 理 人

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
電話0120-232-711（フリーダイヤル）
（土・日・祝祭日等を除く平日	9：00～17：00）
郵送先			〒137－8081	新東京郵便局

私書箱第29号
　　　			三菱UFJ信託銀行株式会社	

証券代行部

	・		上記以外のお手続き、ご照会等 口座を開設されている証券会社等にお問い
合せください。

○特別口座に記録された株式
お手続き、ご照会等の内容 お問い合せ先

	・		特別口座から一般口座への振替
請求
	・単元未満株式の買取請求
	・住所、氏名等のご変更
	・特別口座の残高照会
	・配当金の受領方法の指定（＊）

特別口座
の 口 座
管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
電話0120-232-711（フリーダイヤル）
（土・日・祝祭日等を除く平日	9：00～17：00）
郵送先			〒137－8081	新東京郵便局

私書箱第29号
　　　			三菱UFJ信託銀行株式会社	

証券代行部

	・		郵送物等の発送と返戻に関する
ご照会
	・		支払期間経過後の配当金に関す
るご照会
	・		株式事務に関する一般的なお問
い合せ

株主名簿
管 理 人

（＊）		特別口座に記録された株式をご所有の株主様は配当金の受領方法として株式数比例配分方式はお
選びいただけません。

6．１単元の株式の数	 100株

（ ）

右記ウェブサイトでは最新情報を
お届けしております。

www.nagahor i .co . jpwww.nagahor i .co . jp



　株主の皆様には日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
　ここに第58期（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）
の事業の概況と決算についてご報告申し上げます。

１．経営成績
　当期における我が国経済は、地震や豪雨など自然災害の影
響は見られたものの、企業収益の改善による設備投資や個人
消費の改善などにより、景気は緩やかに拡大しました。しか
しながら、世界的な貿易摩擦や地政学リスクへの懸念や、そ
れに伴う不安定な株式市場、消費税率引き上げに対する心理
的影響など、先行きは依然不透明な状況にあります。
　ジュエリー業界におきましても、高額品の売上やインバウ
ンド売上等による堅調な販売動向がみられるものの、購買行
動の多様化もあり全体としては消費者の節約志向、激しい企
業間競争と、依然として厳しい事業環境となっております。
　かかる状況下において宝飾事業の競争環境は依然として厳
しく、売上高は前期を下回る結果となりましたが、期初より
積極的に構造改革を進め、対前年比において経費の効率化を
はかり、営業利益、経常利益ともに前期を若干上回りました。
一方で、宝飾事業では、百貨店店舗、小売店舗ごとに、営業
状況を見極め、苦戦が続いているものについては厳格に見直
しを実施し、固定資産の減損処理を実施いたしました。
　また、個別決算においては、直営小売事業部門を子会社へ
分割したことで、売上高は前期を下回る結果となりました。
このような中、売上高は計画を若干下回る結果に終わり、売
上総利益率が想定を下回り、経費の効率化を打ち消す形とな
りました。また、実質価額の著しい低下に伴う関係会社株式
評価損318百万円を特別損失に計上すること等により、前期
を大幅に下回りました。
　この結果、当社グループの当連結会計年度の売上高は200
億64百万円（前期比5.4％減少）、営業利益は78百万円（同
6.9％増加）、経常利益は47百万円（同160.0％増加）、減損損
失84百万円等を特別損失に計上したことにより、親会社株主
に帰属する当期純損失は１億33百万円（前期‌親会社株主に
帰属する当期純利益57百万円）となりました。

２．配当について
　当期の中間配当につきましては、遺憾ながら配当を見送り
とさせていただきましたが、期末配当金は１株当たり10円の
普通配当とさせていただきました。当社は、株主の皆様に対
し安定した配当を継続して行うことを配当の基本方針として
おります。

３．今後の見通し
　国内では消費税増税といった大きな経済環境の変化がある
なか、ジュエリー業界の市場環境は、富裕層の堅調な消費動
向の一方で、中間層の節約志向や消費の多様化によって依然
として全体的な消費者の節約志向が想定されます。
　この様な状況を踏まえ、新商品の充実、百貨店等の店舗ご
とに富裕層向け商品展開、事業提携先との取引深耕、東京オ
リンピック関連商品の取扱等により、事業規模・収益の増強
を図ります。また、当社の製造能力の増進により、ＯＥＭ
（Original‌ Equipment‌Manufacturing)販売の強化、その他販
売商品の内製化を広げることで収益力の強化を進めてまいり
ます。
　次期令和２年３月期の通期連結業績につきましては、売上
高203億円、営業利益3億円、経常利益2億50百万円、親会社
株主に帰属する当期純利益1億40百万円を予想しております。

　以上、業績の概況につきましてご報告申し上げましたが、株主
の皆様のご要望、ご期待に沿えるよう努力してまいる所存でござ
いますので、今後とも一層のご支援とご指導を賜りますようお願
い申し上げます。
　令和元年６月

代表取締役
社　　　長 長 堀 慶 太

株主の皆様へ
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トピックス

新しい時代の幕開けを記念する小判

即位礼正殿の儀で用いられる「高御座」に飾られている鳳
凰モチーフです。
鳳凰は架空の動物ですが、幸運をもたらす風水のシンボル
として親しまれています。
輝かしい未来の訪れを願い、上昇・成功の象徴、鳳凰が飛
び立つ姿をデザイン。
風水で金運に良いとされる数字にちなみ、52ｇと24ｇをご
用意いたしました。

新元号『令和』記念　純金小判　～鳳凰～
好評販売中

全国百貨店、宝飾専門店にて展開中のブライダルブランド
「Only‌You‌（オンリー･ユー）‌イノセントブルーアクアマリン」
シリーズ。古代ローマの船乗りたちが、航海の無事を願って
身に着けたと云われるアクアマリンを使用することで、人生
の長い航海に旅立つふたりのお守りになるよう願いを込めて
います。このたび新広告ビジュアルモデルを発売いたしまし
た。ブライダル市場における当社のブランド力をさらに向上
させる商品となります。

「Only You」新広告ビジュアルモデル発売

お客様への付加価値の提供は、当社の製造・販売ビジネス
の原点と考えております。
当社はチャレンジ精神旺盛なジュエリー業界のトータル

マーケッターとして、常に企業努力を重ねてまいります。

(31×54ｍｍ)

新元号小判

24ｇ

桐箱

(51×87ｍｍ)

52ｇ

純金　24ｇ（JKBSG 1024）　
31×54ｍｍ　￥345,600（８％消費税込）
純金　52ｇ（JKBSG 1052）　
51×87ｍｍ　￥734,400（８％消費税込）

特製桐箱付き

(31×54ｍｍ)

新元号小判

24ｇ

桐箱

(51×87ｍｍ)

52ｇ
(31×54ｍｍ)

新元号小判

24ｇ

桐箱

(51×87ｍｍ)

52ｇ
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連結貸借対照表
（平成31年3月31日現在） （単位：千円）

科　目 金　額 科　目 金　額

資産の部 負債の部

流動資産 17,574,423 流動負債 10,142,861

現金及び預金 1,999,215 支払手形及び買掛金 1,306,087

受取手形及び売掛金 3,258,329 短期借入金 8,082,000

商品及び製品 11,301,004 1年内返済予定の長期借入金 115,504

仕掛品 308,221 未払法人税等 103,148

原材料及び貯蔵品 596,509 賞与引当金 77,390

その他 129,178 役員賞与引当金 2,800

貸倒引当金 △18,036 その他 455,930

‌固定資産 7,475,517 固定負債 2,264,154

有形固定資産 5,696,307 長期借入金 1,159,392

建物及び構築物 1,757,918 退職給付に係る負債 615,888

機械装置及び運搬具 245,318 役員退職慰労引当金 156,370

土地 3,336,468 繰延税金負債 13,809

その他 356,601 再評価に係る繰延税金負債 48,841

無形固定資産 76,152 その他 269,851

投資その他の資産 1,703,057 負債合計 12,407,016

投資有価証券 755,016 純資産の部

長期貸付金 31,944 株主資本 13,449,934

繰延税金資産 113,837 資本金 5,323,965

その他 1,046,599 資本剰余金 6,275,173

貸倒引当金 △244,340 利益剰余金 2,332,218

自己株式 △481,423

その他の包括利益累計額 △807,010

その他有価証券評価差額金 31,291

土地再評価差額金 △853,614

為替換算調整勘定 15,313

純資産合計 12,642,924

資産合計 25,049,940 負債純資産合計 25,049,940

連結財務諸表

連結損益計算書
（平成30年4月1日から平成31年3月31日まで） （単位：千円）

科　目 金　額

売上高 20,064,492

売上原価 14,464,763

売上総利益 5,599,728

販売費及び一般管理費 5,521,621

営業利益 78,107

営業外収益 70,191

営業外費用 100,928

経常利益 47,370

特別利益 16,735

特別損失 119,247

税金等調整前当期純損失 △55,141

法人税、住民税及び事業税 95,314

法人税等調整額 △16,866

法人税等合計 78,448

当期純損失 △133,590

親会社株主に帰属する当期純損失 △133,590
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代 表 取 締 役 社 長 長 堀 慶 太
取 締 役 白 川 文 彦
取 締 役 吾 郷 雅 文
取 締 役 川 村 忠 男
取 締 役（ 社 外 ） 富 樫 直 記
常勤監査役（社外） 篠 原 　 繁
監 査 役（ 社 外 ） 佐 藤 亮 輔
監 査 役（ 社 外 ） 岩 上 和 道

会 計 監 査 人 監査法人  日本橋事務所

会社概要

■事業所

名 称 所 在 地 電 話 番 号

本 社 東 京 都 台 東 区 03 - 3832 - 8 266

福 岡 福 岡 市 博 多 区 092 - 262 - 3 001

大 阪 大 阪 市 中 央 区 06 - 6241 - 5 691

アトリエ　ド　モバラ 千 葉 県 茂 原 市 0475 - 3 4 - 5 251

社 　 　 名 株式会社ナガホリ

NAGAHORI‌CORPORATION

本 　 　 社 〒110-8546‌‌‌東京都台東区上野一丁目15番３号

TEL‌‌‌03-3832-8266

設 立 昭和37年

資 本 金 53億2,396万円

グループ事業内容 貴金属・宝飾品等の輸出入、製造加工および国内・国
外販売、貸ビル事業ならびに太陽光発電事業

役　員（令和元年６月26日現在）

■大株主（上位10名）
株 主 名 持株数（千株） 持株比率（％）
有 限 会 社 エ ム エ フ 長 堀 1,180 7.7
長 堀 ク リ エ イ ト 株 式 会 社 800 5.2
株 式 会 社 り そ な 銀 行 766 5.0
第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 704 4.6
長 堀 守 弘 573 3.7
株 式 会 社 常 陽 銀 行 534 3.5
長 堀 慶 太 525 3.4
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 407 2.7
長 堀 不 二 代 373 2.4
株 式 会 社 北 陸 銀 行 332 2.2

（注）１．持株比率は自己株式（1,437,809株）を控除して計算しております。
２．‌‌当社は自己株式1,437,809株を保有しておりますが、上記大株主には含
めておりません。

発行可能株式総数 40,000,000株
発行済株式の総数 16,773,376株（自己株式1,437,809株を含む）
株 主 数 4,477名

株式の状況（平成31年３月31日現在） （平成31年３月31日現在）
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